
今回は、建築倫理の問題として、建築工事のトラブル事例について見て行きたいと思
います。
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まず、ここに示すのは、住宅建築工事トラブルの主な原因ですね。

君たちは、設計者、施工者となって行くわけですから、自分がそういう立場に置かれた
と思って見てください。

この中で、今の君たちの学びに関係するのは、「不勉強」と「誠意不足」ですね。

また、連携の問題に関しては、「口約束による曖昧な指示」は、「誠意不足」と関係しま
すね。「建築規制、敷地環境の調査不足」なども、「不勉強」、「誠意不足」に関係します
し、「維持管理についての説明不足」もそうですね。

つまり、まずは、大学４年間、しっかりと専門知識を身につけることが大事だということ
です。また、誠意というものも、学ぶ姿勢に大いに関係すると思います。自分はわかっ
ているとか、やればできるけどやらないだけとか、そんな考えは捨てることですね。常
に学んで、吸収していく、そういう姿勢を貫くことで誠意は育つものだと思います。
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ここには、雨漏りがトラブルになっている事例を示しています。

住宅というのは、ほとんどの人にとって一生に一度の買い物です。自邸を建てるという
のは人間の夢でもあるわけです。ですから、折角建てた家に欠陥があると、落胆も非
常に大きいわけですね。

そういう住宅の欠陥で最も多いのが、ここにある雨漏りです。雨漏りがやっかいなのは、
一旦、家ができてしまうと、雨がどこから漏れるかを特定するのが難しいということにあ
ります。
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最後の斬新なデザインというところも注意して見てください。奇抜なデザインというのは、
すぐに飽きられるということもあるのです。また、第３回のスライドで紹介した、和田智さ
んの「世界で一番美しい『普通』を創造せよ。」という言葉を思い出してください。「普通」
というのは、歴史的なノウハウの蓄積でもあるのですね。

この場合は、設計のせいなのか、施工業者のせいなのかわかりませんが、普通でない
デザインに挑戦するときは、様々な「想定外」を無くしておく必要があるわけです。
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次は、設計者の設計ミス、設計不良の問題ですね。

ここにも、「斬新なデザインの設計」という言葉が出てきますね。「雨仕舞」というのは、
雨水の処理方法です。複雑な屋根形状だと、雨水がどう流れるか予測しずらいので、
どこかに雨水がたまって、それが室内に漏れてしまうようなことが起きます。

軒の出なんかも、夏の日差しを防ぐのには有効ですが、台風のことを考えないと、大変
なことになる場合があります。

また、鉄骨の梁なんかは強度が高いので、細くても基準を満たす場合があるのですが、
柔らかいので不快な振動を起こすことがあります。
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この辺も、先にあった設計者の「勉強不足」「経験不足」「誠意不足」によるところが大き
いですね。
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最後に、これは、悪質な設計者、怠慢な設計者の例ですが、この辺は、設計者の「誠
意不足」ですね。
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このようなトラブルが続くと、設計者の信頼を失い、その内、仕事が来なくなります。

前回のドラマで学んだように、倫理違反の一番の損失は、信用損失ですね。特に、最
近は、ネット上にすぐにクレームが公開されてしまうので、一度信用を失うと、簡単には
取り戻せません。

ですから、就職面接なんかでも、その人の誠実さを見ようと、色々質問されるわけです。
また、大企業が成績の良い学生を採用しようとするのも、まじめさ、誠実さを見ている
一面があるのです。
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今回は、このレポート課題にしたがって、レポートを作成してください。

以上で、第12回目の授業を終了します。

9


